
中野市放課後子ども総合プラン推進事業運営委員会 会議録 

 

日 時  令和３年２月 25 日（木） 午後３時 ～ 午後３時 45 分 

場 所  中野市役所会議室 21 

出席者  （委員）８名 

小橋善行、芳原慶子、清水秀朗、湯本美雪、宮沢里沙、土屋美佐子、

片所年子、神田いずみ 

 

欠席：小林由美、黒岩隆、齋藤文子              

（順不同 敬称略） 

      （事務局）４名 

子育て課長、青少年未来係長、青少年未来係、子どもセンター所長 

 

１ 開 会 

（青少年未来係） 

   

２ あいさつ 

 （子育て課長） 

   

３ 会議事項  

（１）令和２年度「放課後子ども総合プラン推進事業」事業報告について 

 （会 長）それでは、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）資料に基づき青少年未来係長説明 

 （会 長）ただ今の説明につきまして、ご意見・ご質問等ありますか。 

 

（委員） 

   ぽっぷ教室の実施について、高社小が統合する際に、大勢になった方が子どもは

切磋琢磨になって良い、ということで私たちも承知したと思っていたが、いざ統合

すると大規模校なのでできないというのは非常に残念です。実施する方向で進めて

いただけるとのことだが、前向きに考えていただきたい。 

   放課後児童クラブについては、令和４年度から統合になるが保護者の迎えとなる。

道路で危険なところや迎えの時間が集中する際の対策を考えていただきたいと保

護者の声が上がっているのでよろしくお願いしたい。 

 

 （青少年未来係長） 

   高社小学校でのぽっぷ教室の実施については、学校側とも協議を進めているとこ

ろですので、空き教室や体育館の利用など来年度に詳細等をつめていきたいと考え

ています。 

   放課後児童クラブは、高社地区４地区で行った運営委員会に置いてもそのような

意見を頂戴しました。こじんまりとしたクラブが良いとか、学校の近くが安全だか

ら近くで運営してほしいとか色々な声が届いているところですが、新しいクラブは

学校の近くで道路に出ずにクラブに帰れるようになり、学校と敷地が続くため安全

になります。大きなクラブになりますが、温かさを忘れずに大規模ならではの良い



特徴もあるのでそれを生かしてクラブ運営をしたいきたいと思っています。 

保護者による迎えは、市内のどのクラブでもお願いしているところですが、学校

側の理解をいただきクラブ寄りの学校敷地の駐車場をお借りできるように協議で

きましたので、駐車場については十分に確保でき、スムーズにできると考えており

ます。保護者の方によっては、迎えの距離が長くなる方と会社から近くなるので都

合が良い等、個人の御都合により良し悪しがありますが、気を付けて迎えに来てい

ただき、事故のないよう努めていきたいと思っております。 

    

  

（２）令和３年度「放課後子ども総合プラン推進事業」事業計画（案） 

について 

 （会 長）それでは、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）資料に基づき青少年未来係長説明。 

     今後の課題について、配慮を要する児童の支援、利用料の見直し 

  が令和３年度はかられる旨、補足説明。 

（会 長）ただ今の説明について、ご意見・ご質問等ありますか。 

 

（委員） 

   ぽっぷ教室に行く子ども達も、放課後児童クラブに行く子ども達もとっても楽し

みにしていて、様子を見に行きますと学校での子ども達の様子と全然表情が違って

いて、違う人間関係の中で活動するとこんな表情を見せるところもあるんだなと、

すごく見ていてうれしいしありがたいと思っています。今後もぜひ楽しいことをや

っていただき、学校職員との共有もさせていただけるとありがたいと思っています。 

   配慮を要する児童への支援ですが、学校でやっている対応と児童クラブやぽっぷ

教室でやっている対応と同じ足並みでいけたら良いと思っておりますので、今後も

ぜひ一緒にお願いしたいと思っています。 

 

（委員） 

  先日、違う会議で不登校の子どもについて「学校に行くよ」と言っても行かず「ぽ

っぷ教室に行こう」と言うと行くんだ、という話を聞き、学校では見せない顔を見

せてくれているんだと感じた。ぜひ違う人間関係を作っていけるところに力を入れ

ていただければと思います。 

 

（委員） 

  ぽっぷ教室でボランティアが不足しているとの話がありましたが、今度、高齢者

支援課でボランティアポイントをやる予定で、様々な行政の動きに対しての担い手

として参加してもらえると市役所の負担も軽減するなどのきっかけづくりとして

この事業があります。何かをもらえるからボランティアをするものではないですが、

きっかけづくりとして様々な担い手を募るような事業を市全体的にやっていかな

いといけないと思っています。 

 

 

（委員） 



  ボランティアは今後もますます必要になりますからね。 

 

（青少年未来係長） 

   今後も職員の情報のアンテナを高く持つことも大事ですが、他部局とも情報共有

しながら進めていきたいと思っております。 

 

 

 ※会議事項終了 

 

４ 閉  会 

 （青少年未来係） 

   

 

 

 

 


